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2008年を迎えて（市議会議場にて） 

　
　 

　
市
民
の
皆
様
に
は
、平
素
よ
り
市
議
会
に
対
し
ま
し

て
、深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。  

　
本
年
も
、
松
阪
市
の
発
展
と
市
民
の
皆
様
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
議
員
一
同
一

層
の
努
力
を
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

　
今
後
と
も
市
民
の
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
ご
多
幸

を
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
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主な掲載内容  

平成19年11月臨時会 
（11月6日～16日）を開催 

平成18年度一般会計・特別会計 

歳入歳出決算を認定 

２～３ページ…平成１８年度一般会計・ 

　　　　　　　特別会計決算審査  

４ページ………平成１８年度一般会計・ 

　　　　　　　特別会計決算状況 

５ページ………海外視察団に参加して 

　　　　　　　２月定例会開催日程（予定） 

６ページ………訪中使節団に参加して 
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一 般 会 計  
特 別 会 計  決 算 審 査  

決
算
調
査
特
別
委
員
会
委
員
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長

 

副
委
員
長
 

委

員

 

委

員

 

委

員

 
中

森

弘

幸

 

濱
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委
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委

員

 

委

員
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和

生

 

今

井

　

一

久

 

田

中

　

　

力

 

前

川

幸

敏

 

一
般
会
計
歳
入 

一
般
会
計
歳
出 

 

　平成18年度松阪市歳入歳出決算については、9名の委員で構成する「決算調査特別委員会」を設置し審査を
行いました。委員会では、予算が適正かつ効果的に執行されたかを中心に慎重な審査が行われ、昨年11月16日
の本会議に委員長から審査意見が報告され、賛成多数で認定されました。委員会の審査意見は次のとおりです。 

                
　
市
税
の
徴
収
に
当
た
っ
て
は
、
市
税
徴
収

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
等
に
よ
る
職
員
の
レ
ベ
ル
ア

ッ
プ
に
取
り
組
ま
れ
た
こ
と
や
、
電
話
催
告

シ
ス
テ
ム
の
増
設
な
ど
に
よ
り
努
力
さ
れ
て

い
る
。 

　
今
後
と
も
収
納
率
の
向
上
と
収
入
未
済
額

の
縮
減
に
努
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
安
定
的

な
収
入
確
保
の
た
め
の
新
た
な
財
源
確
保
に

つ
い
て
検
討
さ
れ
た
い
。 

  

　
格
差
社
会
が
広
が
る
中
、
生
活
困
窮
等
に

よ
る
保
育
料
の
滞
納
が
見
受
け
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
入
園
児
の
保
護
者
に
対
し
、
保
育
料

の
減
免
制
度
の
周
知
に
つ
い
て
努
力
さ
れ
た

い
。 

　
　
　 

 

　
経
常
収
支
比
率
等
か
ら
見
る
と
、
財
政
の

硬
直
化
が
進
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
財
政
を
取

り
巻
く
情
勢
に
は
引
き
続
き
厳
し
い
状
況
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
と
も
自
主
財
源
の
確

保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
行
財
政
改
革
の
推

進
と
経
費
の
節
減
を
図
り
、
健
全
な
財
政
運

営
に
努
め
ら
れ
た
い
。 

     

　
　
　 

　
市
長
交
際
費
に
つ
い
て
は
、
公
平
・
公
正

な
観
点
か
ら
適
正
な
支
出
に
努
め
ら
れ
た
い
。 

  

　
交
通
災
害
共
済
へ
の
加
入
に
つ
い
て
は
、

各
種
メ
デ
ィ
ア
等
を
通
じ
新
規
加
入
の
募
集

な
ど
加
入
促
進
の
た
め
の
Ｐ
Ｒ
が
行
わ
れ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
加
入
率
が
前
年
度

比
０
．
８
ポ
イ
ン
ト
の
減
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
事
業
は
、
交
通
弱
者
の
た
め
の
有
効
な

共
済
事
業
で
あ
り
、
よ
り
一
層
の
加
入
促
進

に
努
め
ら
れ
た
い
。 

 

　
　
　 

  

　
交
通
死
亡
事
故
ワ
ー
ス
ト
上
位
脱
却
の
た

め
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
、
方
法
を
講
じ
努
力
さ

れ
て
い
る
が
、
い
ま
だ
憂
慮
す
べ
き
事
態
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
を
市
の
重
要
課
題
と
し
て

と
ら
え
、
引
き
続
き
交
通
事
故
防
止
に
努
め

ら
れ
た
い
。 

  

　
近
い
将
来
、
東
海
・
東
南
海
・
南
海
地
震

の
発
生
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
各
地
域

で
組
織
さ
れ
て
い
る
自
主
防
災
隊
の
リ
ー
ダ

ー
の
育
成
と
災
害
時
に
対
応
で
き
る
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
作
成
な
ど
組
織
の
充
実
強
化
に
努
め

ら
れ
た
い
。 

  

　
時
間
外
勤
務
が
職
場
に
よ
っ
て
は
多
い
部

署
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
職
員
の
健
康
管
理
、

ま
た
日
常
業
務
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に

も
な
り
か
ね
な
い
こ
と
か
ら
業
務
内
容
の
見

直
し
に
努
力
さ
れ
た
い
。 

  

　
本
庁
管
内
で
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
収

集
回
数
に
つ
い
て
は
月
１
回
で
あ
る
た
め
、

一
般
家
庭
で
の
保
管
に
苦
慮
し
て
い
る
実
態

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
収
集
方
法
等
の
検
討
を

す
る
と
と
も
に
、
資
源
化
と
し
て
の
有
効
な

処
理
方
法
に
つ
い
て
調
査
研
究
さ
れ
た
い
。 

　
　 

   

　
住
民
の
環
境
に
対
す
る
意
識
が
高
ま
っ
て

⑴
　
市
税
に
つ
い
て 

  

⑵
　
保
育
料
に
つ
い
て 

 

⑶
　
財
政
運
営
に
つ
い
て 

 

⑴
　
市
長
交
際
費
に
つ
い
て 

 

⑵
　
交
通
災
害
共
済
事
業
に
つ
い
て 

 

⑶
　
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て 

⑺
　
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム 

　
普
及
支
援
事
業
に
つ
い
て 

  

⑷
　
自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て 

 

⑸
　
時
間
外
勤
務
に
つ
い
て 

  

⑹
　 

再
資
源
化
に
つ
い
て 
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特

別

会

計
 

認
定
し
た
も
の 

▼
平
成
１８
年
度
松
阪
市
一
般
会
計
及
び
各
特

　
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て 

 

可
決
し
た
も
の 

▼
松
阪
市
議
会
特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ
い

　
て 

 

選
任
し
た
も
の 

▼
松
阪
市
議
会
特
別
委
員
会
の
委
員
選
任
に 

　
つ
い
て 

い
る
中
、
こ
の
事
業
に
対
す
る
要
望
も
多
く
、

補
助
を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
生
じ
て
い
る

た
め
、
こ
の
事
業
の
な
お
一
層
の
充
実
に
取

り
組
ま
れ
た
い
。 

  

　
大
気
・
水
質
・
騒
音
な
ど
の
調
査
は
、
市

内
の
各
所
に
調
査
地
点
を
定
め
、
環
境
調
査

を
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
調
査
地
点
の
選
定

に
当
た
っ
て
は
環
境
の
変
化
に
応
じ
て
柔
軟

な
対
応
を
さ
れ
た
い
。 

  

　
野
生
鳥
獣
か
ら
の
被
害
対
策
に
努
力
さ
れ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
山
間
部
に
お
け

る
被
害
は
年
々
広
が
っ
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

被
害
に
よ
る
住
民
へ
の
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
に
も
有
効
な
手
段
を
検
討
さ
れ
た
い
。 

     

　
公
共
下
水
道
事
業
会
計
へ
の
繰
出
金
は
、

今
後
も
事
業
推
進
に
伴
い
増
加
が
見
込
ま
れ

る
こ
と
か
ら
、
市
財
政
へ
の
負
担
軽
減
を
図

る
た
め
に
関
係
機
関
と
の
協
議
に
鋭
意
努
力

さ
れ
た
い
。 

    
　
こ
の
事
業
は
、
小
中
学
校
に
お
け
る
学
校

生
活
で
の
き
め
細
や
か
な
指
導
を
す
る
た
め

の
有
効
な
事
業
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
人
員
配

置
の
増
加
な
ど
、
さ
ら
な
る
事
業
の
充
実
に

努
力
さ
れ
た
い
。 

       

⑴
　
実
質
収
支
額
が
１
９
５
３
万
６
１
９
８

　
円
の
不
足
と
な
り
、
赤
字
決
算
と
な
っ
た

　
こ
と
か
ら
、
今
回
、
翌
年
度
歳
入
の
繰
上

　
充
用
が
行
わ
れ
た
。 

　
　
場
外
車
券
発
売
等
収
益
見
込
み
を
把
握

　
す
る
こ
と
は
、
難
し
い
こ
と
と
理
解
で
き

　
る
が
、
今
後
は
予
算
編
成
時
に
当
た
り
十

　
分
な
精
査
を
行
い
、
再
び
こ
の
よ
う
な
こ

　
と
が
生
じ
な
い
よ
う
取
り
組
ま
れ
た
い
。 

⑵
　
競
輪
事
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
景
気

　
低
迷
等
に
よ
り
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い

　
る
こ
と
か
ら
、
健
全
経
営
に
向
け
、
な
お

　
一
層
若
年
層
等
新
規
フ
ァ
ン
の
獲
得
や
業

　
務
改
善
に
取
り
組
ま
れ
た
い
。 

  

　
国
民
健
康
保
険
法
第
４４
条
に
は
、
保
険
医

療
機
関
等
に
一
部
負
担
金
を
支
払
う
こ
と
が

困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
被
保
険
者
に
対

し
、
減
額
・
免
除
・
徴
収
猶
予
の
措
置
を
取

る
こ
と
が
で
き
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
対
象
者
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
こ
の

制
度
の
趣
旨
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
さ
れ
た

い
。 

   

　
本
決
算
に
つ
き
ま
し
て
は
市
町
合
併
後
年

間
を
通
じ
た
２
年
目
の
決
算
で
あ
り
、
平
成

１８
年
度
予
算
の
執
行
に
当
た
っ
て
は
、
国
の

三
位
一
体
改
革
に
よ
り
地
方
譲
与
税
が
増
と

な
っ
た
も
の
の
、
国
庫
補
助
金
・
地
方
交
付

税
の
削
減
な
ど
厳
し
い
財
政
状
況
の
も
と
、

歳
出
に
お
い
て
は
全
般
に
わ
た
り
徹
底
し
た

見
直
し
が
行
わ
れ
、
簡
素
・
合
理
化
に
努
め

ら
れ
た
結
果
、
計
画
さ
れ
た
諸
事
業
が
円
滑

に
執
行
さ
れ
た
こ
と
は
、
評
価
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。 

　
今
後
は
事
業
の
推
進
に
当
た
り
、
こ
れ
ま

で
の
慣
例
・
慣
習
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、

事
業
の
検
証
を
行
い
、
徹
底
し
た
経
費
の
節

減
と
効
果
を
見
定
め
る
と
と
も
に
、
効
果
を

高
め
る
た
め
の
諸
施
策
を
推
進
さ
れ
、
さ
ら

な
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
取
り
組
ま
れ

た
い
。 

　
ま
た
、
合
併
の
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
生

か
し
た
施
策
に
よ
り
市
民
に
と
っ
て
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、
な
お
一
層
の
努
力

を
望
む
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

決算調査特別委員会の審査風景 

１１
月
臨
時
会
で 

　
　
　
決
ま
っ
た
こ
と 

⑻
　
環
境
調
査
に
つ
い
て 

 

⑾
　
学
校
生
活
サ
ポ
ー
タ
ー
配
置
事
業 

　
に
つ
い
て 

競
輪
事
業
特
別
会
計 

 

む
　
す
　
び 

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計 

 

⑼
　
有
害
鳥
獣
駆
除
対
策
に
つ
い
て 

 

⑽
　
公
共
下
水
道
事
業
会
計
へ
の 

　
繰
出
金
に
つ
い
て 
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諸支出金 799,000（1.5%） 
 

議会費 366,423（0.7%） 
 

衛生費 
6,489,134 
（12.0%） 

 

労働費 187,782（0.3%） 
 

農林水産業費 1,728,904（3.2%） 
 

商工費 
512,686 
（0.9%） 

 

消防費 
2,435,092 
（4.5%） 

 

自主財源 
25,336,552 
（45.4%） 

 

依存財源 
30,415,250 
（54.6%） 

 

市債 
5,123,468 
（9.2%） 

 

県支出金 
2,778,579 
（5.0%） 

 

国庫支出金 
5,067,528 
（9.1%） 

 

地方交付税 
12,360,356 
（22.2%） 

 
市税 

20,393,891 
（36.6%） 

 

分担金及び負担金 
800,741 
（1.4%） 

 

諸収入 
898,515 
（1.6%） 

 

使用料及び手数料 
　838,891（1.5％） 
財産収入 
　  88,155（0.1％） 

寄附金 
繰入金 
繰越金 
 

地方譲与税 
利子割交付金 
配当割交付金 
株式等譲渡所得割交付金 
地方消費税交付金 
ゴルフ場利用税交付金 
自動車取得税交付金 
国有提供施設等所在市町村助成交付金 
 
地方特例交付金 
交通安全対策特別交付金 

5,725（0.0％） 
592,832（1.1％） 
1,717,802（3.1％） 

1,988,734（3.6％） 
80,265（0.1％） 
89,361（0.2％） 
88,427（0.1％） 

1,582,626（2.8％） 
105,401（0.2％） 
552,030（1.0％） 

 
207（0.0％） 

560,728（1.0％） 
37,540（0.1％） 

教育費 
5,334,522 
（9.8%） 

 

災害復旧費 
107,399 
（0.2%） 

 

公債費 
6,434,401 
（11.9%） 

 

（単位：千円） 
 

総務費 
6,422,715 
（11.8%） 

 

歳  出 
54,295,052

歳  入 
55,751,802

民生費 
15,807,416 
（29.1%） 

 

（単位：千円） 
 

平成18年度 一般会計『歳入』決算状況 

平成18年度 一般会計『歳出』決算状況 

土木費 
7,669,578 
（14.1%） 

 

松阪市議会だより 

平成18年度 

歳入歳出決算状況 
 

・収入額 

・支出額 

・差引残額 

55,751,802千円 

 54,295,052千円 

 1,456,750千円 

 

○競輪事業会計 

・収入額 

・支出額 

・差引残額 

○国民健康保険事業会計 

・収入額 

・支出額 

・差引残額 

○老人保健事業会計 

・収入額 

・支出額 

・差引残額 

○介護保険事業会計 

・収入額 

・支出額 

・差引残額 

○簡易水道事業会計 

・収入額 

・支出額 

・差引残額 

○戸別合併処理浄化槽整備事業会計 

・収入額 

・支出額 

・差引残額 

○農業集落排水事業会計 

・収入額 

・支出額 

・差引残額 

○住宅新築資金等貸付事業会計 

・収入額 

・支出額 

・差引残額 

○ケーブルシステム事業会計 

・収入額 

・支出額 

・差引残額 

 

 

13,912,464千円 

 13,932,001千円 

▲19,537千円 

 

 15,571,474千円 

15,076,966千円 

494,508千円 

 

 13,673,368千円 

13,458,854千円 

214,514千円 

 

 10,391,544千円 

 10,050,943千円 

 340,601千円 

 

 795,646千円 

 791,429千円 

 4,217千円 

 

291,336千円 

283,177千円 

8,159千円 

  

 68,797千円 

68,777千円 

 20千円 

 

 177,209千円 

 170,400千円 

 6,809千円 

 

206,798千円 

 205,775千円 

 1,023千円 

一　般　会　計 

特　別　会　計 



５ 

松阪市議会だより 

第
３５
回 

三
重
県
市
議
会
議
長
会 

　
　
　
　
海
外
行
政
視
察
団
に
参
加
し
て 

 

乾
　
　
成
　
雄 

林
　
　
博
　
己 

   

　
こ
の
た
び
第
３５
回
三
重
県
市
議
会
議
長
会

海
外
行
政
視
察
団
の
一
員
と
し
て
昨
年
の
１０

月
１６
日
か
ら
１０
月
２５
日
ま
で
の
１０
日
間
の
日

程
で
、
香
港
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
、
メ
ル
ボ
ル

ン
、
シ
ド
ニ
ー
を
訪
れ
視
察
、
研
修
の
機
会

を
与
え
て
い
た
だ
き
、
心
か
ら
感
謝
い
た
し

て
お
り
ま
す
。
次
の
１２
カ
所
を
視
察
研
修
い

た
し
ま
し
た
。 

①
楊
成
メ
モ
リ
ア
ル
長
期
滞
在
型
高
齢
者
施

設
視
察
（
高
齢
者
福
祉
及
び
医
療
施
設
）
②

タ
ー
ナ
ー
ズ
＆
グ
ロ
ワ
ー
ズ
社
視
察
（
農
業

流
通
施
設
）
③
マ
ヌ
カ
ウ
市
役
所
訪
問
（
都

市
環
境
に
つ
い
て
）
④
ワ
イ
タ
ケ
レ
市
廃
棄

ゴ
ミ
処
理
施
設
視
察 

⑤
Ｃ
Ｃ
Ｓ
オ
ー
ク
ラ

ン
ド
視
察
（
障
が
い
者
福
祉
施
設
）
⑥
ワ
イ

タ
ケ
レ
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
パ
ー
ク
視
察
（
環
境

保
護
）
⑦
サ
ニ
ー
リ
ッ
ジ
イ
チ
ゴ
農
園
視
察

（
農
業
施
策
）
⑧
モ
ー
ラ
ン
ド
市
高
齢
者
向

け
食
事
サ
ー
ビ
ス
施
設
視
察 

⑨
セ
レ
ス
環

境
パ
ー
ク
視
察 

⑩
ボ
タ
ニ
ー
小
学
校
訪
問

（
環
境
教
育
現
場
視
察
）
⑪
Ｎ
Ｓ
Ｗ
州
政
府

教
育
省
訪
問
（
環
境
教
育
に
つ
い
て
）
⑫
自

治
体
国
際
化
協
会
訪
問
（
国
際
化
の
推
進
、

高
齢
者
福
祉
及
び
医
療
施
策
） 

　
訪
問
視
察
で
は
、
多
く
の
方
々
に
お
会
い

し
、
さ
ら
に
歴
史
・
文
化
・
風
土
に
も
触
れ

る
こ
と
が
で
き
両
国
に
対
す
る
認
識
も
深
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
紙
面
の
都
合
も
あ

り
ま
す
の
で
２
カ
所
に
つ
い
て
ご
報
告
い
た

し
ま
す
。 

Ｃ
Ｃ
Ｓ
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
視
察
　 

①
企
業
理
念 

　
身
体
障
が
い
者
と
地
域
社
会
の
共
存
。
身

体
障
が
い
者
と
と
も
に
よ
い
未
来
を
目
標
と

す
る
た
め
に
個
人
と
し
て
独
立
を
サ
ポ
ー
ト

し
、
家
族
と
と
も
に
地
域
社
会
と
の
共
存
を

図
る
。
地
域
社
会
の
変
化
の
中
で
他
の
ニ
ュ

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
国
民
と
同
様
の
機
会
を
得
る
。 

　
７８
年
前
に
設
立
さ
れ
た
団
体
で
、
障
が
い

者
を
支
援
す
る
団
体
と
し
て
、
会
員
６
万
人

の
サ
ポ
ー
ト
と
、
障
が
い
者
の
生
活
支
援
、

利
害
を
代
弁
、
行
政
に
働
き
か
け
る
活
動
。

普
通
の
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
、
各
個
人
の

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
よ
り
効
率
の
よ
い
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。
障
が
い
の
あ
る
部

分
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。 

②
サ
ポ
ー
ト
は
7
0
0
人
前
後
で
常
勤
は
　
　

　
5
0
0
人
　 

　
問
題
点
が
あ
っ
た
ら
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

つ
く
っ
て
解
決
に
向
っ
て
い
る
。
組
織
で
活

動
し
て
い
る
全
国
的
な
組
織
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
全
国
に
１６
支
局
が
あ
り
、
中
に
は
法

律
の
専
門
家
も
い
る
。
役
員
は
身
障
者
本
人

か
家
族
で
あ
る
。
非
営
利
団
体
で
６５
％
は
政

府
の
補
助
金
、
３５
％
は
資
金
調
達
活
動
や
寄

付
、
投
資
な
ど
か
ら
き
て
い
る
。 

セ
レ
ス
環
境
パ
ー
ク
視
察 

　
環
境
パ
ー
ク
が
で
き
て
か
ら
２５
周
年
、
ス

タ
ッ
フ
は
約
１
５
０
名
で
フ
ル
タ
イ
ム
で
６０

〜
７０
名
が
働
い
て
い
る
。
広
さ
は
約
４
　
で

ビ
オ
ト
ー
プ
、
菜
園
、
果
樹
園
、
小
動
物
も

い
る
。
民
族
的
な
小
屋
が
建
て
ら
れ
、
そ
こ

で
は
、
民
族
太
鼓
の
け
い
こ
を
し
て
い
る
。

こ
の
パ
ー
ク
へ
の
来
場
者
は
年
間
３０
万
人
、

そ
の
内
の
約
７
万
人
が
学
生
で
あ
る
。
入
場

料
１
人
１５
ド
ル
、
年
間
７０
万
ド
ル
の
収
入
が

あ
り
、
小
規
模
ビ
ジ
ネ
ス
で
あ
る
。
教
育
面

の
他
、
地
元
雇
用
の
場
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
も
開
催
さ
れ
る
。
有

機
栽
培
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
あ
り
、
毎
週
土
曜

日
に
野
菜
が
販
売
さ
れ
て
い
る
。
地
元
市
民

に
喜
ば
れ
年
間
１
０
０
万
ド
ル
の
利
益
が
あ

る
。
こ
の
日
も
２
０
０
人
ぐ
ら
の
学
生
が
２０

〜
３０
人
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
あ
ち
ら
こ

ち
ら
で
教
員
よ
り
指
導
を
受
け
て
い
た
。
環

境
教
育
が
徹
底
し
て
行
わ
れ
て
い
る
の
を
目

の
当
た
り
に
し
た
。
こ
こ
は
非
営
利
法
人
で

あ
る
。  

   

　
代
表
質
疑
と
一
般
質
問
の
模
様
は
、
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
（
ｉ
ウ
ェ
ー
ブ
ま
つ
さ
か
）
の

行
政
チ
ャ
ン
ネ
ル
（
６
ch
）
で
、
生
中
継
を

次
の
と
お
り
予
定
し
て
い
ま
す
。 

【
代
表
質
疑
】
（
生
中
継
） 

　
２
月
２９
日（
金
）・
３
月
３
日（
月
）・
４
日（
火
） 

【
一
般
質
問
】
（
生
中
継
） 

　
３
月
６
日（
木
）・
７
日（
金
　
予
備
日
） 

※
録
画
放
送
の
日
程
は
、行
政
チ
ャ
ン
ネ
ル
（
６

　
ch
）
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

２
月
２５
日
（
月
）
本
会
議
　
当
初
予
算
上
程
・
議
案
上
程

　
　
２９
日
（
金
）
本
会
議
　
代
表
質
疑
（
当
初
予
算
） 

３
月
３
日
（
月
）
本
会
議
　
代
表
質
疑
（
当
初
予
算
） 

　
　
４
日
（
火
）
本
会
議
　
代
表
質
疑
（
当
初
予
算
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
議
案
に
対
す
質
疑
・
委
員
会  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
付
託 

　
　
６
日
（
木
）
本
会
議
　
一
般
質
問 

　
　
７
日
（
金
）
本
会
議
　
一
般
質
問
（
予
備
日
） 

　
　
１０
日
（
月
）
委
員
会 

　
　
１２
日
（
水
）
委
員
会 

　
　
１７
日
（
月
）
本
会
議
　
議
決
・
補
正
予
算
上
程
・
委

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
員
会
付
託 

　
　
２１
日
（
金
）
委
員
会 

　
　
２４
日
（
月
）
委
員
会 

　
　
２６
日
（
水
）
本
会
議
　
議
決 

※
本
会
議
は
市
役
所
３
階
市
議
会
議
場
で
、
委
員
会
は
２

　
階
市
議
会
委
員
会
室
で
開
催
い
た
し
ま
す
。 

※
時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
前
１０
時
か
ら
開
催
の
予
定
で
す
。 

　
（
た
だ
し
、
２１
日
・
２４
日
の
委
員
会
は
午
後
か
ら
開
催

　
　
の
予
定
で
す
。
） 

※
変
更
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

haセレス環境パークで研修を受ける学生達 

2
月
定
例
会
の 

　
　
　
　
　
開
催
日
程
（
予
定
） 

  「
代
表
質
疑
・
一
般
質
問
」
の 

　
　
　
　
　
議
会
放
映
（
予
定
） 

 

　
２
月
定
例
会
は
、
２
月
２５
日
（
月
）
か
ら
３

月
２６
日
（
水
）
ま
で
の
会
期
３１
日
間
の
日
程
で

開
催
の
予
定
で
す
。 

 



本紙は再生紙を使用しています 

編
集
後
記
 

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

　
本
年
最
初
の
市
議
会
だ
よ
り
第
１７
号
を

お
届
け
し
ま
す
。 

　
本
号
で
は
、
主
に
昨
年
１１
月
臨
時
会
に

お
け
る
決
算
調
査
特
別
委
員
会
の
審
査
内

容
を
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。 

　
市
議
会
で
は
、
市
議
会
だ
よ
り
、
市
議

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
会
議
録
の
検
索
、

議
会
放
映
等
市
議
会
の
活
動
が
少
し
で
も

皆
様
方
の
身
近
な
も
の
と
な
り
ま
す
よ
う
、

議
員
一
同
日
々
活
動
し
て
お
り
ま
す
。 

　
市
議
会
だ
よ
り
及
び
議
会
放
映
を
見
ら

れ
て
の
ご
意
見
・
ご
感
想
を
市
議
会
だ
よ

り
編
集
委
員
会
（
松
阪
市
議
会
事
務
局
）

ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

 

６ 

電 話  53-4433 
ＦＡＸ  23-3962 
Eメール  gikai@city.matsusaka.mie.jp

発行／松阪市議会 
（〒５１５‐８５１５　松阪市殿町１３４０番地１） 
編集／市議会だより編集委員会 

お問い合わせ　 

松阪市議会事務局 

松阪市議会だより  
 

　
日
中
国
交
正
常
化
３５
周
年
に
当
た
る
平
成

１９
年
の
１０
月
２１
日
か
ら
７
日
間
、
三
重
県
市

議
団
と
し
て
中
国
を
訪
問
、
主
に
上
海
、
許

昌
市
、
河
南
省
、
及
び
首
都
北
京
を
視
察
し

た
。
人
口
は
１３ 
億
１
４
４
８
万
人
で
日
本
の

１０
倍
以
上
、
世
界
の
人
口
の
２
割
を
擁
し
国

土
は
９
６
０
万
　
で
日
本
の
２６
倍
で
あ
る
。

政
治
は
社
会
主
義
、
経
済
は
市
場
経
済
と
い

う
中
で
、
今
日
の
中
国
の
地
位
を
築
き
上
げ

て
き
た
。 

　
１
９
７
０
年
代
末
ま
で
は
計
画
経
済
体
制

を
と
っ
て
き
た
が
、
改
革
で
農
村
の
集
団
経

営
を
世
帯
単
位
の
経
営
に
移
行
し
、
企
業
集

団
の
結
成
、
株
式
制
の
導
入
、
市
場
シ
ス
テ

ム
の
育
成
な
ど
経
済
発
展
に
対
す
る
施
策
が

取
り
入
れ
ら
れ
て
き
た
。 

　
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
控
え
、
中
国
は
目

覚
ま
し
い
発
展
を
遂
げ
て
い
る
。
か
つ
て
の

日
本
と
韓
国
が
五
輪
を
契
機
と
し
て
急
成
長

を
し
た
よ
う
に
中
国
も
同
様
、
各
地
で
ホ
テ

ル･

マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
が
続
い

て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
状
態
の
中
で
、

幾
つ
か
の
ゆ
が
み
も
出
て
き
て
い
る
。
今
回

訪
問
し
た
北
京
や
地
方
の
河
南
省
で
も
一
日

中
覆
っ
て
い
る
霧
の
問
題
。
日
本
の
よ
う
な

自
然
に
よ
る
霧
で
は
な
く
、
工
場
の
ば
い
煙

や
自
動
車
の
排
気
ガ
ス
な
ど
が
起
因
と
す
る

も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
環
境
問
題
と

と
も
に
、
都
市
と
農
村
、
富
裕
層
と
貧
困
層

の
格
差
問
題
も
今
後
中
国
の
最
重
要
課
題
で

あ
る
と
思
う
。  

　
河
南
省
は
三
重
県
と
友
好
県
省
を
結
ぶ
中

国
で
最
大
の
人
口
（
約
１
億
人
）
を
擁
す
る

省
で
あ
る
。
許
昌
市
で
の
議
会
及
び
人
民
代

表
常
任
委
員
会
と
の
交
流
会
の
席
上
、
王
主

任
は
、
両
国
の
平
和
の
大
切
さ
を
訴
え
ら
れ
、

ま
た
、
日
本
の
高
い
科
学
技
術
や
環
境
保
護

等
を
学
び
た
い
と
強
調
さ
れ
た
。 

　
鄭
州
市
の
鄭
東
新
区
開
発
区
は
田
園
の
真

ん
中
に
１
５
０
万
人
が
住
む
全
く
新
し
い
マ

ン
モ
ス
都
市
を
つ
く
る
計
画
で
５
年
前
か
ら

工
事
を
開
始
、
２
０
１
５
年
に
完
成
予
定
で

あ
る
。
そ
の
マ
ン
モ
ス
都
市
は
全
体
で
１
４

５
　
、
外
周
に
は
超
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建

ち
並
び
、
そ
の
内
側
に
幾
つ
も
の
都
市
を
つ

く
り
そ
れ
ら
を
結
ぶ
高
速
道
路
な
ど
工
事
中

で
あ
っ
た
。
中
国
は
国
有
地
の
た
め
で
き
る

技
で
、
日
本
で
は
想
像
を
超
え
た
世
界
で
あ
る
。 

　
少
林
寺
武
術
学
校
は
、
中
国
の
一
人
っ
子

政
策
か
ら
子
ど
も
を
甘
や
か
す
傾
向
に
あ
り
、

小
学
校
か
ら
し
つ
け
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を

目
的
に
最
近
で
は
人
気
が
高
く
周
辺
に
８０
校
、

６
万
人
が
学
ん
で
い
る
こ
と
に
は
驚
い
た
。

年
々
希
望
者
が
ふ
え
海
外
か
ら
の
留
学
も
多

く
就
職
先
も
よ
い
と
の
こ
と
。
日
本
で
も
少

子
化
で
薄
れ
つ
つ
あ
る
し
つ
け
教
育
は
、
人

格
形
成
時
で
あ
る
幼
少
期
で
の
必
要
性
を
感

じ
た
。 

　
上
海
で
は
１
㎡
が
２
５
０
万
円
も
す
る
マ

ン
シ
ョ
ン
も
出
現
し
、
ま
さ
に
バ
ブ
ル
状
態

で
あ
る
。
今
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
２
０
１

０
年
に
予
定
さ
れ
て
い
る
上
海
万
博
が
終
わ

っ
た
後
、
中
国
経
済
が
ど
う
な
る
か
注
目
さ

れ
る
。
日
本
と
中
国
は
隣
国
と
し
て
の
結
び

つ
き
が
深
い
が
、
国
交
正
常
化
か
ら
わ
ず
か

３５
年
、
中
国
は
未
知
の
魅
力
と
大
き
な
可
能

性
を
秘
め
た
大
国
で
あ
る
。
今
後
中
国
が
ア

ジ
ア
と
世
界
に
与
え
る
影
響
が
大
き
く
な
っ

て
い
く
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
わ
が
国
の
隣

国
と
し
て
今
後
も
、
友
好
な
関
係
を
続
け
て

い
き
た
い
も
の
で
あ
る
。
今
回
限
ら
れ
た
日

程
で
あ
っ
た
が
、
中
国
の
人
達
と
の
交
流
の

中
で
、
一
部
で
あ
る
が
中
国
の
姿
を
直
接
見

る
こ
と
が
で
き
た
の
は
あ
り
が
た
く
、
今
回

の
訪
中
に
当
た
り
視
察
を
受
け
入
れ
て
い
た

だ
い
た
中
国
の
皆
様
方
、
ご
支
援
ご
指
導
い

た
だ
い
た
方
々
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

川
　
口
　
　
保 

大
　
平
　
　
勇 

 

許昌市議会と市政府を訪問 

日
中
友
好
促
進
三
重
県
市
議
会
議
員
連
盟 

第
２８
次
訪
中
使
節
団
に
参
加
し
て 

 
ｋｍ2
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（きょしょう） 




